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米国・カリフォ・ルニア州の中等教育における「衣生活」教育

普通教育を中心として

福田典子　生活科学教育講座

エ．緒言

　教育改革の一環である平成10年学習指導要領の改訂に伴い，必修の「技術・家庭科」授業時間

数の減少や選択の「家庭科」や海崎的な学習の時間」の設置などの影響を受けて，男女共学必修

の「技術・家庭科」における指導内容の厳選や基礎・基本の明確化が求められている。衣生活領域

のカリキュラム作成においても，到達すべき能力項目の選定および到達レベルの決定や生活におけ

る統合化・発展性を視点に入れた内容選択等が課題となっている。

　ところで，外国の家庭科教育については，アメリカ合衆国1）6）7拗を中心としてドイツ連邦共和国8＞，

イギリス9）などについて，特定の地域のカリキュラムについて報告されている例が多い。しかしな

がら，衣生活教育を焦点化し，詳細な分析をされたものは少なく，オーストラリア・ニューサウス

ウェールズ州11）やカナダ・ブリティッシュ：ユロンビア州5）の報告がなされているが十分とはいえない。

また，輪行の実情については不明な点も多い。

　そこで本研究では，内容体系が明瞭であり，臼本の今後の家庭科教育への示唆が大きいものと期

待されるアメリカ合衆国・カリフォルニア州（CA）の中等教育における「衣生活」教育について，目

標・構成・履修方法などの特徴を中心に2001重版指導者用CAスタンダード3）を主な調査資料とし

て，その他関連資料2）のとともに分析考察を行った。まず最初に，CAスタンダードのうち，特に職

業教育ではなく，普通教育の実態を明らかにし，日本の中学校家庭科における衣生活教育の基礎・

基本や指導の方向性を探求するための視点を得ることを目的とした。

露．方法

2・1資料収集と選択

　2001年7月～8月アメリカ合衆国西部のカリフォルニア州のロサンゼルス市内において，家庭

科教育衣生活領域の指導内容に関する資料収集を行った。主な訪悶先は，カリフォルニア州ロサンゼ

ルス地区教育事務所（Los　Angeles　Counもy　Ol瞼ce　of　Educaもion，　Dowlley；CA），ロサンゼルス市立

図書館（Children’sLiterature，Los　Ange玉e8　Pubhc　Librayy，Los　Angeles），ロヨラマウント大学附

属図書館（Loyola　M：arymou航University　Libra£y，Los　A穀geles）であった。主な現地での研究協

力者はカリフォルニア州ロサンゼルス地区家庭科指導主事Ch蟹y1：BGckho1“氏であった。

　主な分析対象資料を，以下のように選定した。カリフォルニア教育省（Ca撮brnia　Depa■t搬en乞of

Educaもion，　CDE）において多数の教育スタンダードが出版されているが，家庭科に関連の深い内容

領域（部局）として，家庭科・技術科教育（B：o鵬eEco数omics　Careers　and馳。ぬa◎10gy　Educ就ion，

HECT　Ed，）を選定した。そのうち「消費者と家族の教育一家庭科と職業教育」（Consumer　and

Fa燃iy　St“dies－Ho血e　Econo磁cs　Re玉at磁Occupaもious，　FBA－HERO）という領域がH本におけ

る中学校家庭科指導内容との類似性の高いものとして選定した。そこで，多くの資料の中より，家

庭科・技術科教育スタンダード（Home　Economics　Careers　a丑d　Tech丑ology　Challe捻ge　St蝕dazd）
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2）3）中の「消費者と家族の教育」（Coasu瓶鍵＆nd　Fa搬ily　S纐dまes，　C：FS）を主な資料として選定し

た。さらにその「衣生活（被服）編」（Fashio敷，？ex撮es，蝕δApp＆re玉Co航e滋蝕ea　St鍛ぬ羅s＞

を主な分析対象とした。その他関連して，「家庭科と職業教育」〈H◎撮eEc◎nomics　Ca翌eers

＆①echnology　Caτe醒P滋hway）4）の1つである「アパレル関係職業教育」（F麗hion　Desi鱗，

Manu魚cturing＆M：erchandis加g　Ca聡蟹：Pa癒way）を分析の参考にした。

2・2　翻訳および分析作業

　まず，入手資料についてそのまま翻訳作業を行った。用語によって適切な日本語に置き返られな

い場合には，カタカナ書きとした。王磁nt瀞，δesc酌e，　evalua宅eなど目的を表す動詞も，島本語に

置き換えにくいものが多かった為，文脈により必ずしも統一しないこととした。その後，内容から

総合的に判断し，二本の家庭科被服・衣生活領域の指導内容を示す用語をできる限り用いて，その

内容を理解し易いように配慮し，修正を行った。さらに，稽語によっては，日本における使い方を

考慮し，アパレル・リ．ネン・ファスナー・リサイクルなどのカタカナ表現の方がより内容を類推し

やすいと考えられる場合には，意識的にわかりやすい用語を用いたり，適宜用語を補って表強した。

3．結果

3・1CFS（C◎nsu盗1er　anαFa瓢鷺y翫udies）の目標・内容領域・履修方法等の特微

　表1にCFSプログラムの概要を示した。このプログラムは広義には6－12学年用とも示されて

いるが，その主な対象は9－12学年であり，臼本の中学生から高校生に相当する生徒向けの家庭科

プログラムである。「子供としつけ」「消費者教育」「家族関係と親になるための教育」「被服・繊維

製晶・服飾」喰：物と栄養」「住居と家具j「個人と家族の健康」の7つの内容領域が生活設計スキ

ルとして不可欠な領域として挙げられ，これら金てについて，基礎基本的な内容の学習が必須とさ

れている。これらの学習を通して，人擦関係の基礎と生活に密接な事象理解の基礎の2つのカを養

うことを目標としている。後者は職業教育の導入とも位置付けられる。人間関係の基礎に関しては，

個人生活・家族生活・仕事（職業）の三つの側面で，個々人が自己実現していくための課題解決に

役立つものと推察される。生活事象ついては衣食住と健康・消費者などがキーワードとして挙げら

れ，具体的な生活に密着した内容の理解とその実践に関する諜題解決に役立つものと推察される。

CFSプログラムは7つの内容領域ごとに（）コース（Co聡co耀se　co蕊ent　a■ea　c◎urs㈱）向きとS

コース　（Spe（建alized　co滋e蹴a聡a　co囎ses）向きの内容に編成されている。　Cコース向きの内容は，

家庭科の各領域の紹介として，さらに各領域の基礎的内容習得として位置付けられる。Cコース向

きの内容は「家庭生活（L漉憩細ageme煎）」という科漫名で露年間履修される。「家庭生活」は7

つの各領域Cコース向きの内容を全て集めた一般的な内容と推察される。Sコース向きの内容は，

10－12学年において，7領域の中から，個人の興味関心の高い領域を1つだけを選択し，より高度

な知識・技能・態度を養うことを目的として指導される。そして，以後の職業教育プログラム開始

への準備教育としても，位置付けられている。Cコースの内容に相当する「家庭生活」は「家庭生

活1」と「家庭生活2」に分かれ，「家庭生活封については，臼本の中学生に相当する学年の9

－10学年で少なくとも1年聞7つ全ての領域を履修し，その後「家庭生活2」を履修することが決

められている。「家庭生活1」と「家庭生活2」の内容区分や「家庭生活2」の配当時間の詳細につ

いては，特に決められていないが，「家庭生活2」は「家庭生活1」よりも，より高度な内容を学び，

深い知識を身につけることを目標としている。このCコースの「家庭生活環と「家庭生活2」は

その後，発展的に学ぶSコースの内容履修の素地となるべく，2つが相互に密接に関連性を持って
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指導するように留意されている。

CFSプログラムは，中学校の家庭科担当者が自身の小カリキュラム作成・指導・評価に関して指

針とすることはもちろんであるが，その山中・高一こ口た重複のない指導を行うために，高校の家

庭科担当教諭が参考にしたり，家庭科指導主事らが新しいカリキュラムを検討する際の資料等に利

用されることが推察される。　CFSプログラムは，以後の高学年対象教育プログラムの導入および

基盤形成として重視されていることが窺える。さらに，その到達麟標である個人を取り巻く全ての

生活を管理運営する能力については，その関連能力への関係性を職業という観点と並べてその重要

の点として強調している。

表1　9－12学年向きCFSプログラムの概要

概　　　要

目的 1罪人・家族・仕事の調和をはかるための生活設計スキルを習得させる。

2職業教育や高度な専門教育への入門として，各領域の基礎を習得させる。

内容構成 1．・子イ共としつけCh韮δDevelop斑ent　a臓a　Gu避ance

2消費者i教育C・nsumer　Educa亡i・遍愈。・n・mics鞭Living）

3．家族関係と親教育Fa戯iy　Living　a磁Pareati曙Education

4被服・繊維製品・服飾F紬iQn脚x磁es，3nd　API）arel

5．食物と栄養iFood　and　Nutyition

6。住居と家具H。usi稽and　Furn柚ings

7．個人と家族の健康1繭v撫・1a・最Fa面1y　Hea正th

履修方法 9（10）学年においては，7領域全てを網羅して，各領域の基礎基本を

学ばせる。

10（11・12）学年においては，生徒の興味関心の高い1領域を選択させ，

より高度な知識・技能・態度を習得させる。

3・2CFSにおける被服・衣生活領域の学習

　表2に9－12学年における家庭科衣生活領域の学習のステップを示した。生徒は，まず最初に，

6－7学年「家庭科調べ学習」の中で，8学年「青少年の生活」への導入的な探求的な観察調査活動

をするものと推察される。衣生活関連の内容は，衣食住の内容の1つとして取り扱われる可能性が

ある。次の9－10学年「家庭生活」においては，先に述べたように，全ての生徒が7つの領域の1

つとして衣生活関連の内容を学習する。次に10－12学年では，「被腋・繊維製品・服飾」を選択科

目として，選択した生徒は，「家庭生活」科目の1領域として学んだ内容を基礎として，一層拡大お

よび発展させた内容を学ぶものと推察する。さらに，アパレル関係の職業への就職を霞指す生徒は，

以後の職業教育（HERO：Ho狙e　Economics　Related　Occupatio聡）の科羅である「アパレル関係

職業教育入門」および「アパレル関係職業教育」を緩修し，より発展的で，より高度な実践的な学

習を進めるものと推察する。

　表3に被服・衣生活（被服・繊維製晶・服飾）学習に関する指導内容の構成およびその必修・選

択の区別を示した。ここで，必修科目基礎基本と示したのは，先に述べた「家庭生活」における必

修の指導内容項目を示す。衣生活関連12項目中9項目が挙げられている。この9項目の内容は「被

服着用とその作用」「被服デザインの要素」「色彩理論」「合理的な被服計画」「被服・服飾の歴史」
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「繊維製品の流通のしくみ」「布地の手入れ」「被服製作戸アパレルに関する職業」である。すなわ

ち，これらはすべての生徒が共通に必修とされている衣生活の学習内容といえる。中でも，内容的

に多くの量を割いて重視されていると予想されるのが，「布地の手入れ」と「被服製作」であった。

表4～14に衣生活関連11項目の内容について，必修の基礎・基本と選択の応用・発展に分類して

示した。

表2．　家庭科衣生活領域の学習ステップ

普　通 教　育 職業教育
学年 Cox｝s犠mer　an“ Fa鵬ilv　Sもudies　CFS） Home　ECGno鶏ics

導入的な内容 一般的な内容 専門的な内容
Related　Occupatlons

iHERo）

6
家庭科

調べ学習

7 親教育
Explorat・ry

gome　EcO滋omiCS 人問関係

CaTee悪s　and Pa受e跳in言

暗echlloiO　V Persona1

8 Relaもio鵬hip 青少年の生活
馳en　Liv匪ng

9 家庭生活1
鮎漁麹f鋤a馨e鵬撹1

家庭生活2
L漉厳鍛嬉eR｝e嚇2

10 被服・繊維製品 アパレル関係
・服飾 職業教育の入門

htrod疑Cもio1｝

Fashio註　鴉extiles F歌曲重on　Cayeers

AndAppaye1

1！ アパレル関係

職業教育
Ca虻eer8沁FashiOR
De融n，Manufacut面n寒

12 and　Mercha繭sing

3・3手入れ学習と製作学習の内容構成とその特微

　表11に手入れに関する指導内容を示した。ここでは，様々な繊維や布地および加工処理方法の

違いによる布地の性質の違いについて理解すること。そして，布地の性質応じた適切な手入れがで

きること。等を目標として，指導および評価される。具体的な指導内容（活動内容）としては，難

易度や必要度レベルおよび学習のステップが検討され，1から9番までの内容が，明確に順序良く

指導されているものと推察される。必修の基礎基本として最も重要な指導項目として，「L手入れを

意識した被服の購入」ヂ2．天然繊維と化学繊維」「3織物と編物」「4．しみぬき」の4項目が挙げられ，

この順序で指導するよう配列されている。
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表3．被服・繊維製品・服飾に関する指導内容

指　導　内　容

必修的科目D
iCO翌e　cO耀ses）

賰b・基本

@940学年

　選択的科目2）

ispecia肱e盛courses）

@　応用・発展
@　10－12学年

1被服着用とその作用
`，arel　a磁Behavior

○ ○

2被服デザインの要素
dle1巖e疑ts　an（1　Princi）1es　of　Desigu

○ ○

3色彩理論
bolor　Theory

○ o

4合理的な被服計画
var血・obe　Pla叢nh玉　an（1　B這d　etin

○ ○

5被服・服飾の歴史
gi6tory　of　Fashion

○ ○

6繊維製品の流通のしくみ
`　aTel　A照1ysis

○ O

7体の不自由な人のための被服
`　areHbr　lndividu31s　with　S　edal　Needs

× ○

8布地の手入れ
ﾀ】ext慧s

○ ○

9被服製作
breatin　r　Custo獄A　aye1

○ ○

10衣服のリサイクル
qenlodehn（r　and　Recyclhl　Clothin

X ○

11衣服のリフォーム
farment　Alteration

× 0

12アパレルに関する職業
bareers　Relaもecl　to　Fasllion　I）esign，

lanuf吾ct慮ng，and　Merchandis重ng

○ ○

1）家庭科全領域を扱う科霞「家庭生活1」「家庭生活2」

2）衣生活領域のみ扱う科目「被服・繊維製品・服飾」

表12に被服製作に関する指導内容を示した。ここでは，被服製作（縫製）の基礎を理解すること。

を目標として，指導および評価される。具体的な指導内容としては，手入れ学習と剛様に難易度や

必要度レベルおよび学習のステップより，1から1◎番までの内容が，明確に順序良く指導されて

いるものと推察される。必修の基礎基本として最も重要な指導項目として，「1縫製に適した用具・

機器の選択」「2．正しい身体計測」「3．被服やクロス類の作品製作」「4．布の縫合・布端の始末・留め

一つけ」「5．作晶に適した被服材料の選択」の5項目が挙げられ，この順序で指導するよう配列さ

れている。

　　　　　　　　　　　　　表4．「被服着用とその作用」の指導内容

基礎・基本 1．　様々な場における服装ついて，それに適切な場合と不適切な場合の違いを比較する。

被服着用の個人や社 2．　被服・繊維製品・服飾などの選択が，祉会的・身体的・心理的な満足や快麹性にど

会への影響に関して のような影響を及ぼすかを説明する。

応用・発展 3．　漉行が被服や繊維製晶の選択にどのような影i響を与えるかを分析する。

唾．　被服・繊維製晶・服飾を媒体として，どのような文化や理念が表現されているのか
を説明する。
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表5．　「被報デザインの要素」の指導：内容

被服のデザイン 基礎・基本 1．　デザインの要素やその基本原理を理解して被服に応期する。

に関して 2．　デザインの要素やその基本原理を理解して．体型に合わせて被

服を選択する。

応用・発展 3．　全体の印象にアクセサリーの選択と配置がどのように影響を与え

るかを説明する。

4．　アクセサリーの選択にデザインの要素やその基本原理をどのよう

に生かすかを説明する。

5．　希望するイメージを霞指して被服や服飾を効果的に組み合わせ
る。

6．　デザインの要素やその基本原理を理解して被服設計や生地のデ

ザインに応朋する。

表6．「色彩理論」の指導内容
被撮の琶 基礎・基本 1．　色相名や色相配列を知り様々な色の違いを区別し．その特徴を

に関して 知る。

2。　色相環や種々の色相配列を作成する。

3，　種々の皮騰猛に合わせて．被服の色相を選択する。

応周・発展 4．　種々の皮膚色に合わせて．被服の今度を選択する。

5。個牲に合わせて．被服やアクセサリーの色を選択する。

表7．「合理的な被服計画」の指導内容

着用計画 基礎・基本 1．　着用場面に合わせて．被服を計画し選択する。

衣料購入計画 2．個人の体：型・皮膚色・緬性に合わせて被服を計画し選択する。

被服費の予算化に関
して

応用・発展 3，被服費・着用頻度・組み合わせ易さ・手入れのし易さなどの観

点より架空の被服購入計画を立てる。

4．　個人のライフスタイルや価値観に基づいて被服を選択・評価する。

δ．個人の所持衣料を把握し．合理的な購入計画を立てる。

6．　家族の成長発達を考慮した被服利用計画を立てる。

7．　！着の被服を着回して．上手に効果的に着用する計画を立てる。

8、　合理的な購入により，被服費を効果的に運周する。

9。　中古衣料や中古寝具などの合理的な利用により被服費を効果的に
運用する。

10，被服の保管に必要なスペースについて検討する。

11．燗入や家族の被告費を適切に計画する。
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　表8．「被服・服飾の歴史」の指導内容
歴史等 基礎・基本 1．　現代の被服や流行に及ぼす過去の衣服の影響を調べる。

に関して

応用・発展 2．　現代被服の文化的・歴史的な発展の経緯を分析する。

3．　被賑や服飾意匠に対する特定の文化的背景を分析する。

4．　特定の文化や一定の時代の影響を受ける外衣や布地をデザインする。

5．　技術革新によってもたらされた被服史や服飾史上の節目を説明する。

表9． 「繊維製品の流通のしくみ」の指導内容
商品（繊維製品）とし 基礎・基本 1。號製服とオーダーメイドの服について．その品質の違いを比較評

ての被服に関して 価する。

2．　種々の異なる小売店で販売されている類似の外衣について．その

価格や品質の違いを比較する。

応用・発展 3．被服や生地類について．手作りの物と既製品を比較し．入手に必

要な時間・労力・費用の観点より評価する。

4．　テレビやコンごユータなどの様々なメディアからの繊維製品に

関する商品情報をまとめて集約する。

5．　異なるアパレルメーカーのアフターサービスの違いを比較する。

表10． 「体の不自由な人のための被服」の指導内容

特別な配慮が必要な 基礎・基本

人の被服に関して

応用・発展 1。　特別な被服・リネン・生地類について．その入手先や入手方法につ

いて知る。

2．　特別な被服・リネン・生地類を取り扱う公的・私的な団体からの

情報を分析する。

3．特別な配慮が必要な人に対して．その個々の必要性に合わせて．糸

や布の製作方法の違いを知り．適切に選定する。

4．　特別な配慮が必要な人の為に．その個々の必要性に合わせて門般
的な外衣を作り変えたり．デザインする。

5．特別な配慮が必要な人の為に．その個々の必要性に合わせて被服

を引き立てるための様々な留め具やアクセサリー小物の特徴を
知る。
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表11．　　「布地の手入れ」の指導内容

布地の性質や手入れ 基礎・基本 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「P。　手入れのし易さを考慮した布地の選択について述べる。

に関して 2．天然繊維と化学繊維の違いを見分ける（区別する）。

3．　紡織物・三雲織物・編物の構造上（製造上〉の違いを述べる。

4．適切な処理剤と処理方法を選んで．被服類や布類に付着したしみを
除去できる。

応用・発展 5。繊維や布地の化学的・物理的な特性（性質）について．実験する。

6．　購入時（の意志決定に関して），「布地の性質」や「繊維製品流通調整」

に関する知識を生かす。

7，　着用貫的や用途に合わせて適切な「繊維組成」や「加工処理」の

なされている噺地を選択する。

8．被服や繊維製品の手入れ方法は．家庭生活における省資源・省エネ

ルギーに影響を与えることを述べる。

9．被服や繊維製品の手入れに関する種々の方法や処理剤について，その
違；いを知り．適切に選択できる。

表敷．「被服製作」の指導内容
被服製作 基礎・基本 1．被服の補繕や製作について．適切な材料・用具・機器を選ぶ。

に関して 2．身体を正しく計測する。

3．縫製技能と適切な機器を用いて．被服類や寝具・インテリア類を
作る。

4．縫合・かがり縫い・ファスナーつけ・スナップつけなどの実習を通し
て。基本的縫製技能を評吹する。

5．製作する口置に応じて適切な生地を選択する。

応用・発展 6．一般生地を用いて．型紙楠正やデザインの一部変更等の実習を通して．より高度な製

作技能を向上させる。

7．製作作贔の選定・縫製計画・デザインの過程において．コンビ凱一ターを利用する。

8。家庭罵・工業用の機器購入時，三三すべき観点を評価する。

9．手作り衣料か既製股のどちらかについて．その適切な加工処理の適性（処理効果）を
分析（評価）する。

10．被服のリフォームや再織などのより高度な縫製・製織技能を用いる。

一一．「衣服のリサイクル」の指導内容
被銀のリモデルリサ 基礎・基本

イクルに関して

応用・発展 1．　リモデル・リサイクル衣料の価格の違いを評衝する。

2．　リモデル・リサイクル衣料のうち、現代の被服として十分に取り入れられるものを
見極める。

3．　古い衣料・寝具・インテリア繊維製品を修繕やリサイクルする方法を適切に選定す
る。

表 1遮．「衣服のリフォーム」の指導内容
被服のリモデルリサイ 基礎・基本
クルに関して

応用・発展 1．外衣のリモデル・リサイクル専門店の価格の違いを比較し、評価する。

2．　パーツ交換の必然性や適切陀を評価する。

3，　リフォームの必要性を述べる。

4，要求される機能を低下させた利用を実施する。

5．　取り替えたパーツの被脹全体からみた適合性を評価する。
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4．考察

4・1被服・衣生活教育

　CA据におけるC：FSでは，生活に必須の内容として職業教育の前段階として，日本の家庭科と類

似の指導を行っていることから，日本においても，これらの内容は中学生段階において，必修的な

扱いで，男女とも一定水準の内容を指導されなければならないことが確認された。衣生活の内容に

関しても，生活に密接した必要欠くべからざる領域として，生活に関する事象理解のための指導内

容において，重要な位置付けがなされていることが明らかとなった。臼本においても，今後も食生

活および住生活と並ぶ重要な内容として，男女ともに一一定水準の指導が必要であろう。

　CFSにおける衣生活の指導内容を，臼本で現在行われている家庭科衣生活領域の指導内容と比較

すると，CFSでは，臼本で小学校から引き続き重視している保健衛生的な着用指導という視点は少

なく，色・デザインなどの原理を生かした審美的な着用指導を重視している点が最も異なる。また，

繊維製贔の商晶としての特性理解を促し，賢明な消費者として必要な指導を重視している点が特徴

的である。臼本では，「A生活の自立と衣食住」の内容の1つとして「衣服の選択と手入れ」が挙げ

られ，既製服の表示や縫製の品質を見極めた選択に関わる具体的な題材はしばしば取り上げられる。

しかしながら，手作りの服と既製服の相違点やアパレル関連メディア情報や商晶購入後のサービスな

ども扱う例は少ない。さらに，今日的な課題である繊維製品の資源としての有効利用に関する指導

に関しても，臼本で扱われている内容よりも詳細に具体的な指導がなされていることが推察される。

　CFSにおいて必修であり基礎・基本として扱われる内容には，手入れおよび製作学習が多く見ら

れる。このことから，臼本の衣生活教育の撫導においても，今後基礎基本の核となる内容は「手入

れ学習」ではないかと考える。製作学習に関しては，社会的な背景や職業教育とも関わって，目本

の衣生活教育上どのような位置付けが望ましいのかについて，一層多方画より十分な検討が必要で

あろう。

4・2　手入れ学習および製作学習

　CFSにおける手入れ学習では，手入れを目的とした被服材料に関する内容が大変に多く，適切な

手入れを行う為に被服材料に関する深い理解が重視されていることが明らかとなった。日本におい

ては，被服材料に応じた処理方法の選択という視点よりも，洗濯条件として，洗剤・洗濯・脱水・

乾燥方法などが羅列的に扱われる指導例が多く見られる。蜀本においても，今後は被服材料学習を

明確に手入れ学習理解のための必須的内容と位置付ける方向も示唆された。

　手入れ学習のステップとしては，①手入れの重要性②繊維および布構造の違い③しみぬき処理基

礎（技術）④布地の化学的・物理的性質の違い（実験）⑤布地の性質や加工処理・流通の特性を考

慮した既製服の選択⑥省資源・省エネルギーに配慮した処理方法の選択⑦被服整理用翔の適切な選

択であった。そのうち①～③が中学生段階において必修とされている内容であることが明らかとな

った。日本においても，手入れの意義を理解させ，上手な手入れに必要な最低限の繊維や布の性質

を理解させ，最後に具体的なしみぬき実習を行いながらまとめるというステップは比較的短時間に

指導が可能であり，実現性が高いように思われる。

　製作学習のステップとしては，①用具の種類②採寸③製作実習基礎（技術）④作鹸に適する布地

の選択⑤製作実習応用（技術）⑥機器購入⑦加工処理⑧リフォーム等であった。そのうち①～④が

中学生段階において必修とされている内容であるこ．とが明らかとなった。瞬本においても，縫製に

必要な基本的な用具の種類や安全な扱い方を理解させ，上手な縫製活動に必要な最低限の知識およ

び技能を身につけさせ，布地の選択を考えさせるというステップは生活考として必須の指導内容を
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理解させる為にスムーズであり，学習者に対して汎用性や発展性の高い知識や技能の定着が期待で

きる。特に製作経験を踏まえて，作品｝に適した布地の選択を扱う点が大変に興味深い。日本におい

ても，最低限の布加工（構成）に必要な技能および被服の補繕に必要な部分縫いの実習を行い，実

習後，被服製作計画を立てさせ，実習を模擬体験できるような展開も生徒の興味・関心の高揚が期

待される授業として可能であろう。この場合，どの水準の実習を行うかについて，発達段階や生徒

の技能水準を見極めた検討が必要である。

　以上の分析考察から，わが圏の衣生活に関する内容は，今後とも男女とも必須に学ぶ必要があり，

内容としては，手入れと製作に関する知識や技能が特に重要であり，衣生活領域の基礎・基本とし

て位置付け，入門段階で取り扱う必要があること。被服材料学習は，手入れ学習とのつながりを鮮

明に扱うことを検討すること。被服製作学習は，基本的縫製技能の習得をその目標とする必要があ

ることなどの視点を得た。

5．結論

　本研究では，アメリカ合衆国・カリフォルニア州の中等教育におけるギ衣生活」教育について，

目標・構成・履修方法などの特徴を，2001年版指導者用CAスタンダードを中心に関連資料を用い

て分析した。その結果，以下の知見を得た。さらに，それらの分析を通して，碍本の中学校家庭科

における衣生活教育の基礎・基本や指導の方向性に関する幾つかの視点について考察した。

1）CA州家庭科カリキュラムにおいて，衣生活教育は職業教育と密接に関わっているが，普通教育

　の重要な一領域として，重視されていることが窺えた。

2）衣生活領域において，「被服着用とその作用」「被服デザインの要素」「色彩理論」「合理的な被臓

　計画」「被服・服飾の歴史「繊維製品の流通のしくみ」「布地の手入れ」「被服製作」「アパレルに

　関する職業」が必修の内容項目として，重視されていることが窺えた。

3）衣生活領域のすべて指導項目について，必修での履修と選択での履修内容が明確に区分され，項

　目内のそれぞれの指導内容は，難易度や必要性に応じて段階的に順序良く指導されていることが

窺えた。

4）衣生活領域の指導項目のうち，ギ布地の手入れ」および「被服製作」は，必修での内容項目が比較

　的多い指導内容であり，衣生活教育において，特に重視されている傾向が窺えた。
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